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１２月３日(木)に全日本フリースタイルＢＭＸ連盟理事

長の出口智嗣（でぐち さとし）さん、ＢＭＸプロライダ

ーの髙木聖雄（たかぎ としお）さん、東京オリンピック

代表選手の大池水杜（おおいけ みなと）さん、全日本育

成強化選手の内藤寧々（ないとう ねね）さんをお迎えし、

『夢と目標』と題してキャリア教育講演会を行いました。

その中で、夢を叶えるための目標設定をどのようにすれば

良いかというお話を伺いました。「言葉には魂がある。ネ

ガティブな発言をするのではなく、ポジティブな発言をす

ることが大切」「目標に向かって課題を設定し、一つ一つ

クリアしていくことが大切」「段階を踏んで取り組むこと

が大切」「夢を言葉にし、協力者を増やすことが大切」な

どの話をしていただきました。そのあと、運動場で選手た

ちがパフォーマンスを披露してくださいました。また、自

転車の乗り方に関する交通安全教室も開かれました。

令和２年度第１回目の八浜中学校生徒会が主催する「はちく

り」が行われました。例年だと夏と冬にそれぞれ行うのですが、

今年は新型コロナウイルス感染防止の観点から１回目が中止と

なったため今年初めての活動でした。「自分たちの暮らす街を

きれいにしよう」と児島湖周辺を中心に行い、学校行事ではな

く完全ボランティアで生徒は参加しました。今回は、地域の方、

保護者の方も参加してくださり、土手の草刈りなどもしてくだ

さいました。１時間ほどの活動でビニール袋１０袋ほどのごみ

が集まりました。

生徒会執行部のメンバーは閉会式後にごみの分別を行いまし

た。

幸吉のふるさと
夢の実現に向けて ＋ 交通安全教室

はちくり



１２月１１日（金）に２年生が広島平和公園を訪問しました。広島県で新型コロナ

ウイルスの感染者が増加をしていたので、出発の前日まで今できる感染防止対策は何

かを考えて、行程の変更を行いました。生徒たちがマスクを外す可能性があるのは食

事の時だけなので、生徒たちが楽しみにしていたお好み村での食事に変えて、広島焼

をテイクアウトし、平和公園内で食事をする計画に変更しました。

９時３０分から１１時までの時間設定で原爆資料館の見学を行いました。生徒たち

は、原爆についての資料や被爆した自転車や弁当箱、被爆して亡くなられた方が身に

つけていた遺品などを関心を持って見学し、ノートにメモを取っていました。１時間

３０分という時間があっという間に過ぎてしまいました。とても熱心に見学をしてい

る生徒たちの様子を見て、広島研修を実施して良かったという思いを強く持ちました。

平和集会では、八浜中学校２年生として、反戦と平和への誓い、今自分たちができ

ることを宣言しました。

その後、テイクアウトした温かい広島焼きを班ごとになって美味しくいただきまし

た。

平和公園内の碑巡り、袋町小学校の資料館をグループごとに訪問し

広島城に集合し帰途につきました。

令和２年もあと１週間となりました。今年は、新型コロナウイルスに翻弄された１年

でした。新型コロナウイルスの様子が全くわかっていなかった１学期はいろいろな行事

が中止となり、生徒たちの学校生活に大きな影響が出てしまいました。２学期になると

しっかりと対策を講じて学校行事等を行うことが認められるようになり、学校にもいつ

もの活気が戻ってきました。しかしここに来て新型コロナウイルス感染症の感染者が増

加してきています。私たちが生活している玉野でも、感染者が少し出ています。年末年

始はいつもは接しない人々と接する機会が多くあると思います。感染してしまうことも

仕方ないことですが、感染しないための対策をしっかりと行っていただきたいと思いま

す。もし、生徒本人や家族で感染者が出た場合、濃厚接触者として家族がＰＣＲ検査を

受けた場合には必ず連絡をお願いします。

１２月２６日（土）～１月３日（日）は教育委員会連絡窓口に１０時から１６時の間

で連絡をお願いいたします。 電話番号 ０７０－４０６６－１５９０

広島校外学習

来年もよろしくお願いします

被爆者手帳を見せてもらいなが
ら説明を聴いている生徒たち


